
社会福祉法人
能美市社会福祉協議会広報誌

令和4年9月1日発行 視覚に障がいのある方等で、広報誌の音訳
テープを聞いてみたいと思われる方は、社
会福祉協議会までお知らせ下さい。

第69号
地域で暮らす一員として、だれもがボランティア活動を行いたいものです。できることをできるだけ！

こちら側からの２ページ（P7.8）は、ボランティアに関する活動報告や、“知って得する、役立つ”情報を掲載しています。
皆様からのご質問にもお答えしますので、どんどんホットな情報やお声をお寄せください。

社会福祉法人 能美市社会福祉協議会
〒923－1121　石川県能美市寺井町た8番地1（ふれあいプラザ2階）

◉ 法人事務局 （☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250）
◉ 能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センター

◉ くらしサポートセンターのみ （☎ 0761－58－6603　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市社会福祉協議会 能美居宅介護支援事業所 （☎ 0761－58－6005　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市寺井あんしん相談センター （☎ 0761－58－6117　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市老人福祉センター 白寿会館 （☎ 0761－55－3149　FAX 0761－55－3149）
◉ 能美市寺井老人福祉センター 亀齢荘 （☎ 0761－57－2323　FAX 0761－57－4585）

☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250
ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp/vc

最新ボランティア登録数
9.1（R4.9.1 現在）2,960人（個人も含め）80グループ

社会福祉協議会を語る不審電話にご注意ください。万が一、不審な電話に遭遇した時は、
本会までご一報いただけると幸いです。

能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センター

「ボランティアセンター」だより

社会福祉協議会の事業に対するご意見やご要望をお気軽にお寄せ下さい。　この広報誌には、発行費の一部に「会員会費」があてられています。

ホームページ Facebook

Instagram ボランティア・コミュニティ

能美市ジュニアボランティアクラブ
参加者募集のお知らせ
　今年度もジュニアボランティアクラブの参加者を募集します。昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの感染
防止の対策をとりながら、今できるボランティア活動を行います。共に考え、楽しく活動してみましょう！
　詳しい内容は学校から配られるチラシをご確認いただき、各学校へ申し込んでください。
たくさんの応募お待ちしております。

※令和4年9月1日現在の予定となります。
　開催につきましては、感染状況等により変更となる場合がありますことをご了承ください。

情報

 nomi@nomi-shakyo.jp　ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp

≪企業の地域貢献・ボランティア活動紹介コーナー≫ 連載No.32　アンド・はとや

　昭和22年に雑貨店として創業して以来、お客様のニーズに応えて電化製品
や水回り、さらには住まいのお困りごと全般に対応するようになりました。
　中でも、トイレや給湯器など一家に一台の生活に密着した機器のトラブルにつ
いては即日対応しており「困ったときに駆けつける」ところが世代を問わず好評を
いただいています。
　地域の皆様の当たり前の毎日を守りつつ、便利でたのしい生活も提供できる
よう「暮らしを守り、たのしいをつくる」をモットーに、これからも地域のためにスタッ
フ一丸となって頑張ります。

能美市社協
SNS!!
随時更新
 しています♪

対象 市内小学生（1～6年生）とその保護者
（保護者との参加を基本とします）

日程 10月～12月の土曜日　1～2時間程度
全4回開催予定

申込 各学校へ申込用紙を提出して下さい
～高齢者疑似体験の様子～ ～歳末助けあい募金活動の様子～

アンド・はとや
杉森 達也 代表

「復旧の力になりたい！！」「復旧の力になりたい！！」「復旧の力になりたい！！」「復旧の力になりたい！！」
大雨被害により、能美市災害ボランティアセンターを設置

サテライト（こくぞう里山公園交流館）サテライト（こくぞう里山公園交流館）

災害ボランティアセンター本部（ふれあいプラザ）災害ボランティアセンター本部（ふれあいプラザ）

市民から寄せられた寄付の品々市民から寄せられた寄付の品々

 P.2 能美市災害ボランティアセンターを設置

 P.3 令和３年度 収支決算／理事・監事・評議員の紹介

 P.4 第４次能美市地域福祉活動計画1年目の取り組み／
  令和４年度 地域福祉委員会活動連絡会

 P.5 地域福祉委員会特集／のみ社会福祉法人連絡会 総会

 P.6 相談日のお知らせ／これからの予定／寄付御礼
  能美SDGｓパートナーズに登録

 P.7～8 能美市ボランティア・コミュニティ
  活動支援センターだより
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　本会では、翌5日（金）能美市災害対策会議で、能美市災害ボランティアセンター（以下、センター）の設置が
決まり、能美市からの要請を受け能美市地域防災計画に基づき、同日13時にふれあいプラザにおいて日常生
活の復旧作業のお手伝いの受付や、ボランティアの受け入れ派遣を担うセンターを開設しました。6日（土）か
らボランティアの募集を開始し、浸水等で住居などが被災した世帯に対し支援活動を開始しました。また、
特に被害の大きかった寺畠町からほど近い「こくぞう里山公園交流館」に、ボランティアの支援拠点となるサ
テライトを設置しました。センター及びサテライトでは、住民のニーズ受付や現場確認、ボランティアへの
オリエンテーションやマッチングなど、ボランティア団体と協力しながら復旧にあたりました。サテライトは、
被害の大きかった寺畠町の災害復旧にほぼ目途がつきましたので8月11日（木）に閉鎖し、現在は、本部での
対応となっています。
　災害復旧活動には、猛暑の中、多くの皆様のボランティアや支援物資のご協力など、心温まるご支援を賜
り心から感謝申し上げます。

　センターでは、復旧作業のお手伝いを希望される方、ボランティア活動を希望される方の受付を行ってお
ります。今後の状況については、電話またはホームページ等で最新の情報をご確認くださるようお願いいた
します。

3

令和3年度　収支決算

支出の部
合計②
201,057

■ 決算報告（単位：千円） ■

人件費
128,924
（64.12％）

事業費
45,174
（22.47％）

事務費
7,884

（3.92％）

助成金
6,918

（3.44％）貸付事業
100

（0.05％）

負担金
570（0.28％）

固定資産取得
1,082（0.54％）

積立資産
691（0.35％） サービス区分間・

管理区分間繰入金支出
3,575（1.78％）

その他の活動
による支出
6,139
（3.05％）

当期末支払資金残高（①－②）  25,593円

6月6日（月）に理事会、6月22日（水）に定時評議員会が開催され、令和3年度の事業報告・決算等が承認されました。

8月4日（木）の記録的集中豪雨により、
市内各地において、浸水被害、土砂崩れ等、広範囲にわたり、甚大な被害が発生しました。

このたびの災害にて被害にあわれた皆様には、心よりお見舞い申し上げます。前期末支払資金残高
25,408（11.21％）

経常経費
補助金
66,276
（29.24％）

受託金
104,958（46.31％）

介護保険事業
14,841（6.55％）

受取利息配当金
65（0.03％）

その他収入
143（0.06％）

固定資産売却
40（0.02％）

積立資産取崩
684（0.3％） サービス区分間・管理区分間

繰入金収入
3,575（1.58％）

負担金
593（0.26％）

会費
3,612（1.59％）

寄付金
683（0.3％）

共同募金配分金
4,614（2.04％）貸付事業

212
（0.09％）

事業収入
946（0.42％）

収入の部
合計①
226,650

※詳しくは、本会ホームページをご覧ください。

理事・監事・評議員
6月22日（水）定時評議員会が開催され、理事・監事が選任されました。

また、6月14日（火）には、評議員選任・解任委員会が開催され、評議員が選任されました。

能美市災害ボランティアセンターを
設置しました！（8月5日㈮ ふれあいプラザ）

※ニーズの内容 ・土砂の除去 　  ・土のうの撤去　  ・災害ゴミ類の集積場への搬送
・ドロをかぶった家財道具の搬出　　・ドロをかぶった畳の撤去など

災害ボランティアセンター
（ 能美市社会福祉協議会内 ）

受付場所：ふれあいプラザ2階（能美市寺井町た8番地1）
受付時間：8時30分～17時00分
お問合せ：0761－58－6200

（8月19日現在）

土砂の除去の様子 ドロをかぶった家財道具の搬出の様子

ボランティア活動の様子

8月15日（月）までの実績
ボランティア人数（延べ） 588 名

ニーズ件数　　　（延べ）※ 109 件

完了件数 107 件（キャンセル4件含む）
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地域福祉
委員会
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織
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
自
主
防
災
委
員
会
の
活
動
と
し

て
の
防
災
訓
練
は
町
民
多
数
の
参
加
に

よ
り
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
の
粗
大
ご
み

の
収
集
に
つ
い
て
も
、
不
定
期
で
は
あ

り
ま
す
が
状
況
に
応
じ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
課
題
と
し
て
は
活
動
の
一
つ
で

あ
る
ふ
だ
ん
の
見
守
り
活
動
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
に
組
織
的
な
活
動
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
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う
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
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き
い
き
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ロ
ン
会
に
つ
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て
は
民

生
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・
児
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員
、
福
祉
推
進
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と
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ラ
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ィ
ア
の
皆
さ
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が
協
力
し

て
企
画
運
営
し
、
冬
季
を
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間
を
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催
し
て
い
ま
す
。
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回
20
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が
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、
健
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や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
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、
交
通
安
全
教
室
な
ど
を
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催
し
、
会
の
初

め
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
考
案
し
た
ド
レ
ミ
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ

す
な
ど
、
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
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い
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す
。
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、
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に
よ
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と
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に
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月
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き
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で
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催
し
、
ボ
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ン
テ
ィ
ア
の
皆
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ん
に

は
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い
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と
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て
い
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す
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催
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会
活
動

連
絡
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
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祉
活
動
に
取
り
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他
の
地
区
の
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子
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、
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変
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に
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と
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に
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を
受
け
ま
し
た
。
中
庄
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に
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も
地
域
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祉
の
取
り
組
み
の
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が
少
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つ
で
も
広
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る
よ
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進

め
て
行
き
、
こ
れ
ま
で
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上
に
住
民
同
士
が
支
え
あ
い
、
よ
り
安
心
安
全
な

町
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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のみ社会福祉法人連絡会　総会
7月1日（金）能美市辰口福祉会館交流ホールにおいて

「のみ社会福祉法人連絡会（以下、法人連絡会）」の総会が行われました。

　総会では、役員の改選や令和3年度の事業報告と決算、令和4年度の事業計画と予算について承認されました。
　令和3年度事業では、幹事会開催や職員研修会（「オリジナル避難所を作ろう！」）への配食弁当の調理企画と実
施報告、ふれあい弁当にかかる専門委員会では、5つの法人が地域の高齢者等の弁当（年間88回・1,743食）状況
や情報交換等を行った報告もされました。また、社協事業である「能
美市ジュニアボランティアクラブ」に4つの法人の職員が講師として協
力し、参加児童とその保護者に対し、福祉のこころを育てる体験学習
などを行いました。
　令和4年度の事業計画としては、市内の9つの社会福祉法人が連
携・協働し、それぞれが培ってきた専門性や人財育成や、各々が地域
貢献活動で積み重ねてきた経験を活かし、地域課題の改善に向け、
主体的に活動をしていく事が報告されました。
　総会後には、各法人内で毎年取り組んでいる「フードドライブ」で集
められた食品（355品・140.3kg）が持ち寄られ、子ども食堂や生活に
困っている人に届けて欲しいと、前田会長から能美市社会福祉協議
会へ寄付されました。
　その後、能美市長 井出敏朗氏より「インクルーシブのみ」のテーマ
でお話をしていただき、市の施策や法人連絡会との連携について共
に考える機会となりました。

法人連絡会は平成28年成立の改正社会福祉法により、地域における公益的な取り組みが社会福祉法人の責
務として位置づけられたことを受け、各法人の既存の取り組みに加え、さらに地域課題の把握や法人の連携・
協働による公益活動が求められることとなり、令和2年7月に設立されました。

※

令和4年度 地域福祉委員会活動連絡会が開催されました
市内74町会での福祉活動の推進に向け

　根上地区：6月27日（月）、寺井地区：6月28日（火）、辰口地区：6月30日（木）の3日間にわたり、各地区で市、市町
会連合会、市社協の共催で、互いに見守り支え合う地域づくりを目指して、自らの地域の福祉課題の解決に向け
て活動を進める地域福祉委員会（地区福祉委員会を含む）の役割や、活動の進め方を理解するための連絡会が
開催され、町（内）会長、民生委員・児童委員、福祉推進員など合わせて
177名の方が参加されました。
　各地区において、実際に行われている地域の助け合い活動や集いの
場等の事例が紹介されました。自らの地域住民の困り事を知ることから
始め、その困り事を地域の課題と捉え、解決に向けて検討し活動する取
り組みの理解を深める機会となりました。また、今後の地域福祉活動に
活かせる各種講座や助成事業等の紹介もありました。

開会あいさつをする前田会長

フードドライブの食品贈呈

第４次能美市地域福祉活動計画１年目の
取り組みが始まりました‼

★活動計画を推進する体制★★活動計画を推進する体制★

◆6月15日（木）寺井地区公民館において、第4次能美市地域福祉活動計画（以下「活動計画」）を推進する「こころに
寄り添い合う人づくり委員会」「見守り・助け合い推進委員会」「くらし応援委員会」の委員計39名に委嘱状が交付され
ました。町（内）会・民生委員児童委員協議会・公民館・老人クラブ連合会・壮年団・婦人団体協議会・商工会・福祉団体
などから推薦された委員が、各委員会の目標に沿って協議を進めて行きます。

　これまで第3次活動計画は、能美市が策定している能美市地域福祉計画（以下「市計画」）が策定された翌年度に本
活動計画を策定していました。しかし、市計画における福祉や地域の課題を活動計画と連携し早急に対応できるよう、第
3次活動計画の推進の期間を4年間（令和3年度が最終年）に短縮し、第4次活動計画を市計画の策定年度と同じ年度
より始めることになりました。
　今後も、本活動計画と市計画が両輪となり地域福祉活動を推進していきます。具体的には、自助・互助・共助・公助の4
つの活動のうち、市計画では制度としての「共助・公助」を推進し、本活動計画は「自助・互助」の地域づくりを推進して
いきます。双方の計画が、能美市の市民生活を支える4つの助け合い活動の車輪となって、問題解決に向けてみんなで
論議し、つながりながら地域福祉活動の推進を図っていきます。

≪委嘱状交付式≫ ≪こころに寄り添い合う人づくり委員会≫

「こころ豊かな地域づくりの会」

3つの委員会（めざすことを実現するための協議）

こころに寄り添い合う
人づくり委員会

見守り・助け合い
推進委員会 くらし応援委員会

～地域福祉活動における大切にしたい過程～
『知る』⇒『理解する』⇒『共感する』⇒『活動（行動）する』
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のみ社会福祉法人連絡会　総会
7月1日（金）能美市辰口福祉会館交流ホールにおいて

「のみ社会福祉法人連絡会（以下、法人連絡会）」の総会が行われました。

　総会では、役員の改選や令和3年度の事業報告と決算、令和4年度の事業計画と予算について承認されました。
　令和3年度事業では、幹事会開催や職員研修会（「オリジナル避難所を作ろう！」）への配食弁当の調理企画と実
施報告、ふれあい弁当にかかる専門委員会では、5つの法人が地域の高齢者等の弁当（年間88回・1,743食）状況
や情報交換等を行った報告もされました。また、社協事業である「能
美市ジュニアボランティアクラブ」に4つの法人の職員が講師として協
力し、参加児童とその保護者に対し、福祉のこころを育てる体験学習
などを行いました。
　令和4年度の事業計画としては、市内の9つの社会福祉法人が連
携・協働し、それぞれが培ってきた専門性や人財育成や、各々が地域
貢献活動で積み重ねてきた経験を活かし、地域課題の改善に向け、
主体的に活動をしていく事が報告されました。
　総会後には、各法人内で毎年取り組んでいる「フードドライブ」で集
められた食品（355品・140.3kg）が持ち寄られ、子ども食堂や生活に
困っている人に届けて欲しいと、前田会長から能美市社会福祉協議
会へ寄付されました。
　その後、能美市長 井出敏朗氏より「インクルーシブのみ」のテーマ
でお話をしていただき、市の施策や法人連絡会との連携について共
に考える機会となりました。

法人連絡会は平成28年成立の改正社会福祉法により、地域における公益的な取り組みが社会福祉法人の責
務として位置づけられたことを受け、各法人の既存の取り組みに加え、さらに地域課題の把握や法人の連携・
協働による公益活動が求められることとなり、令和2年7月に設立されました。

※

令和4年度 地域福祉委員会活動連絡会が開催されました
市内74町会での福祉活動の推進に向け

　根上地区：6月27日（月）、寺井地区：6月28日（火）、辰口地区：6月30日（木）の3日間にわたり、各地区で市、市町
会連合会、市社協の共催で、互いに見守り支え合う地域づくりを目指して、自らの地域の福祉課題の解決に向け
て活動を進める地域福祉委員会（地区福祉委員会を含む）の役割や、活動の進め方を理解するための連絡会が
開催され、町（内）会長、民生委員・児童委員、福祉推進員など合わせて
177名の方が参加されました。
　各地区において、実際に行われている地域の助け合い活動や集いの
場等の事例が紹介されました。自らの地域住民の困り事を知ることから
始め、その困り事を地域の課題と捉え、解決に向けて検討し活動する取
り組みの理解を深める機会となりました。また、今後の地域福祉活動に
活かせる各種講座や助成事業等の紹介もありました。

開会あいさつをする前田会長

フードドライブの食品贈呈

第４次能美市地域福祉活動計画１年目の
取り組みが始まりました‼

★活動計画を推進する体制★★活動計画を推進する体制★

◆6月15日（木）寺井地区公民館において、第4次能美市地域福祉活動計画（以下「活動計画」）を推進する「こころに
寄り添い合う人づくり委員会」「見守り・助け合い推進委員会」「くらし応援委員会」の委員計39名に委嘱状が交付され
ました。町（内）会・民生委員児童委員協議会・公民館・老人クラブ連合会・壮年団・婦人団体協議会・商工会・福祉団体
などから推薦された委員が、各委員会の目標に沿って協議を進めて行きます。

　これまで第3次活動計画は、能美市が策定している能美市地域福祉計画（以下「市計画」）が策定された翌年度に本
活動計画を策定していました。しかし、市計画における福祉や地域の課題を活動計画と連携し早急に対応できるよう、第
3次活動計画の推進の期間を4年間（令和3年度が最終年）に短縮し、第4次活動計画を市計画の策定年度と同じ年度
より始めることになりました。
　今後も、本活動計画と市計画が両輪となり地域福祉活動を推進していきます。具体的には、自助・互助・共助・公助の4
つの活動のうち、市計画では制度としての「共助・公助」を推進し、本活動計画は「自助・互助」の地域づくりを推進して
いきます。双方の計画が、能美市の市民生活を支える4つの助け合い活動の車輪となって、問題解決に向けてみんなで
論議し、つながりながら地域福祉活動の推進を図っていきます。

≪委嘱状交付式≫ ≪こころに寄り添い合う人づくり委員会≫

「こころ豊かな地域づくりの会」

3つの委員会（めざすことを実現するための協議）

こころに寄り添い合う
人づくり委員会

見守り・助け合い
推進委員会 くらし応援委員会

～地域福祉活動における大切にしたい過程～
『知る』⇒『理解する』⇒『共感する』⇒『活動（行動）する』
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相談日のお知らせ
（令和4年9月～11月分）

ありがとうございました令和4年5月16日～8月15日

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、
中止や電話での相談となる場合がありますので
本会ホームページをご確認願います。

　日本海開発では、エコキャップの回収ボランティアに取り組んでいます。地域から集めたエコキャッ
プを選別から保管（破砕）まで行っています。その後、再生事業者に引き渡し、その売却益の一部を
認定NPO法人「世界の子どもにワクチンを日本委員会（JCV）」へ送
り、ポリオ（小児まひ）の子どもたちにワクチンを届けるJCVの活動を支
援しています。

相談やサロンでは、
必ずマスクの着用を
お願いします。

開催場所：ふれあいプラザ

● 弁護士無料法律相談 　要予約
13時30分～15時30分

参加申し込み不要 当面の間 9時30分～12時00分

開催日
 9月
10月
11月

 9日㈮　20日㈫　30日㈮
 7日㈮　17日㈪　28日㈮
 8日㈫　21日㈪　30日㈬

※相談時間は一組およそ30分、1日4組迄です。

民生委員・児童委員や人権擁護委員、行政相談委員が相談員として、住民の日常生活上の相談に応じ、
適切な助言等を行います。　　※相談時間は、一組およそ30分です。

● 心配ごと相談

● 生活困窮に関する相談

　 13時30分～15時30分

根上地区 毎月25日　 根上サービスセンター
寺井地区 毎月 5日

（ 9月は、26日㈪）
（11月は、 4日㈮） ふれあいプラザ

辰口地区 毎月15日　 辰口福祉会館

【予約・お問合せ】　くらしサポートセンターのみ（☎58－6603）

地区 開催日 開催場所

根上地区 水曜日 西二口町公民館(コミュニティセンター)
寺井地区 木曜日 粟生コミュニティセンター
辰口地区 火曜日 岩内コミュニティセンター

地区 開催日 開催場所

ふれあい弁当 第1・3水曜日
子育て応援弁当 毎週水曜日 及び 第2・4金曜日

実施日

開催場所：ふれあいプラザ

● 行政書士無料相談 　

開催日
 9月
10月
11月

15日㈭
20日㈭
17日㈭

※相談時間は一組およそ30分、1日4組迄です。

（最終受付：15：00）

妊娠中の方や未就園の子どもとその親・祖父母などが気楽に集
い、ふれあいや交流を深めたり、気軽に子育ての相談をしあえ
るサロンです。参加申し込みは不要です。サロンでは、先輩ママ
がスタッフとなりママ友相談もしています。

ふれあい弁当は、一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯、障害者のみの世帯に対し、安否確認を併せて見守り活動を行ってい
ます。子育て応援弁当は、産前と産後2か月までのママとその家族に対し、地域との繫がりや子育て相談等をかねて主任児童委
員が行っています。　　※ 詳しい利用対象及び申込方法等については、お問合せ下さい。

● 親子サロン（ママ友相談）

● ふれあい弁当・子育て応援弁当

参加申し込み不要 13時30分～15時30分

毎月第2水曜日

（ （9月14日㈬、10月12日㈬
11月9日㈬

ふれあい
プラザ

開催日 開催場所

高齢期を迎えての健康や暮らし方の不安、介護をしてい
ての心の悩みなど、日頃の思いを気軽に語り合いませ
んか。「能美市介護を考える会」会員がスタッフとしてお
待ちしています。どなたでも気軽にご参加ください。

● ほっとあんしんサロン
【お問合せ】　能美市社会福祉協議会（☎58－6200）　

要予約
13時30分～15時30分

申し込み不要

※要 事前電話連絡随時

※要 事前電話連絡随時

★対象：能美市在住の方
★気軽にお問合せください
　（秘密は厳守します）

※祝日および第５週目は、お休みになります。

※祝日及び第5週目は、お休みになります。

就労支援や家計相談、生活に必要な資金の貸付相談・支援を行います。

● 権利擁護に関する相談
認知症や障がいのある方に対して、日常的な金銭管理や成年後見制度の相談・支援を行います。

これからの予定

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、中止・延期となる場合もあります。

地域福祉委員会
活動ヒント探し講座　入門編（第2回） 9月22日（木）

第18回 能美市社会福祉大会10月 2日（日）
能美市民ボランティアフェスティバル10月23日（日）

寄付御礼 ・ 井本 剛司（東京都）
・ 井本 剛司（東京都）

情報

報告

高校生と一緒に、
DVDを観ながら軽体操をして

笑顔になろう！！

令和4年9月～11月

能美SDGsパートナーズに登録しました！
　8月8日㈪、地域一体となったのみSDGsの機運醸
成を目的に、「のみSDGsパートナーズキックオフイベ
ント」が石川ハイテク交流センターで開かれました。
　本会も、SDGs（持続可能な開
発目標）の達成に向けて、能美市
と共に取り組むためにパートナー
として登録し、井出市長より代表
として、九谷焼の陶板で作った登
録証が手渡されました。

ありがとうございました
・能美市老人クラブ連合会 寺井支部　　・井本 剛司（東京都）
・匿名（500万円、困った人への支援と各種勉強会開催のために）

令和4年5月16日～8月15日寄付御礼 （敬称略）

高校生と一緒に「笑いヨガ」を体験しませんか？

ボランティアグループ活動団体活動支援事業

　石川県立寺井高等学校の生徒会とJRC部が、コロナ禍でもできることとして「笑いヨガ」を活用した軽体操DVDを作
成しました。そこで、高校生が地域の人 に々“心”も“身体”も「健康で、明るく」なってもらえるよう、みなさんの町のいき
いきサロンや敬老会におじゃまします。
　高校生の皆さんと一緒に楽しいひと時を過ごしませんか？詳しくは、以下のこ
とをご確認のうえ、お申し込みください。
依頼内容・お申込み・お問合せは、市ボランティア・コミュニティ活動支援セン
ター（0761-58-6200）まで

持ち込み場所  能美市社会福祉協議会（ふれあいプラザ）、白寿会館、亀齢荘、G-Hills（ジーヒルズ）に
収集ボックスを設置しています。

いつもたくさんの団体や個人の皆さんからご協力いただき誠にありがとうございます。
令和4年5月16日～8月15日の期間　プルタブの収集にご協力くださった方々を一部紹介します。

デイサービス「灯」3.9kg、　泉台町町内会 5.1kg、　個人 2.6kg　（敬称略・順不同）  

プ ル タ ブ 収 集 の ご 報 告

※プルタブ以外にも、ベルマーク、古切手、使用済みインクカートリッジ等も集めています。
※エコキャップについては、洗浄した状態で株式会社日本海開発（山口町）に直接お持ちください。

ボランティアグループ活動団体の活動を推進するために助成を行いました！
【対象】 市ボランティア・コミュニティ活動支援センターに登録し、市ボランティア連絡協議会に加入した、
 次に該当するグループ

● 活動実績が１年以上　　　　　● 会員数が５名以上　　　　● 月１回以上の継続活動

・時間は午前10時から午後3時までの約1時間です。
・会場は主催者で手配してください。
　※会場使用料などは、主催者側で負担してください。
・開催希望日の1か月前までに、お申し込みください。
　※お申し込みの際は、主催者側からの派遣申込が必要です。
・土日または祝日で、各日1組限定となります。
　※テスト期間等の事情により、ご希望に添えられない場合もあり
　　ますことを予めご了承ください。
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相談日のお知らせ
（令和4年9月～11月分）

ありがとうございました令和4年5月16日～8月15日

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、
中止や電話での相談となる場合がありますので
本会ホームページをご確認願います。

　日本海開発では、エコキャップの回収ボランティアに取り組んでいます。地域から集めたエコキャッ
プを選別から保管（破砕）まで行っています。その後、再生事業者に引き渡し、その売却益の一部を
認定NPO法人「世界の子どもにワクチンを日本委員会（JCV）」へ送
り、ポリオ（小児まひ）の子どもたちにワクチンを届けるJCVの活動を支
援しています。

相談やサロンでは、
必ずマスクの着用を
お願いします。

開催場所：ふれあいプラザ

● 弁護士無料法律相談 　要予約
13時30分～15時30分

参加申し込み不要 当面の間 9時30分～12時00分

開催日
 9月
10月
11月

 9日㈮　20日㈫　30日㈮
 7日㈮　17日㈪　28日㈮
 8日㈫　21日㈪　30日㈬

※相談時間は一組およそ30分、1日4組迄です。

民生委員・児童委員や人権擁護委員、行政相談委員が相談員として、住民の日常生活上の相談に応じ、
適切な助言等を行います。　　※相談時間は、一組およそ30分です。

● 心配ごと相談

● 生活困窮に関する相談

　 13時30分～15時30分

根上地区 毎月25日　 根上サービスセンター
寺井地区 毎月 5日

（ 9月は、26日㈪）
（11月は、 4日㈮） ふれあいプラザ

辰口地区 毎月15日　 辰口福祉会館

【予約・お問合せ】　くらしサポートセンターのみ（☎58－6603）

地区 開催日 開催場所

根上地区 水曜日 西二口町公民館(コミュニティセンター)
寺井地区 木曜日 粟生コミュニティセンター
辰口地区 火曜日 岩内コミュニティセンター

地区 開催日 開催場所

ふれあい弁当 第1・3水曜日
子育て応援弁当 毎週水曜日 及び 第2・4金曜日

実施日

開催場所：ふれあいプラザ

● 行政書士無料相談 　

開催日
 9月
10月
11月

15日㈭
20日㈭
17日㈭

※相談時間は一組およそ30分、1日4組迄です。

（最終受付：15：00）

妊娠中の方や未就園の子どもとその親・祖父母などが気楽に集
い、ふれあいや交流を深めたり、気軽に子育ての相談をしあえ
るサロンです。参加申し込みは不要です。サロンでは、先輩ママ
がスタッフとなりママ友相談もしています。

ふれあい弁当は、一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯、障害者のみの世帯に対し、安否確認を併せて見守り活動を行ってい
ます。子育て応援弁当は、産前と産後2か月までのママとその家族に対し、地域との繫がりや子育て相談等をかねて主任児童委
員が行っています。　　※ 詳しい利用対象及び申込方法等については、お問合せ下さい。

● 親子サロン（ママ友相談）

● ふれあい弁当・子育て応援弁当

参加申し込み不要 13時30分～15時30分

毎月第2水曜日

（ （9月14日㈬、10月12日㈬
11月9日㈬

ふれあい
プラザ

開催日 開催場所

高齢期を迎えての健康や暮らし方の不安、介護をしてい
ての心の悩みなど、日頃の思いを気軽に語り合いませ
んか。「能美市介護を考える会」会員がスタッフとしてお
待ちしています。どなたでも気軽にご参加ください。

● ほっとあんしんサロン
【お問合せ】　能美市社会福祉協議会（☎58－6200）　

要予約
13時30分～15時30分

申し込み不要

※要 事前電話連絡随時

※要 事前電話連絡随時

★対象：能美市在住の方
★気軽にお問合せください
　（秘密は厳守します）

※祝日および第５週目は、お休みになります。

※祝日及び第5週目は、お休みになります。

就労支援や家計相談、生活に必要な資金の貸付相談・支援を行います。

● 権利擁護に関する相談
認知症や障がいのある方に対して、日常的な金銭管理や成年後見制度の相談・支援を行います。

これからの予定

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、中止・延期となる場合もあります。

地域福祉委員会
活動ヒント探し講座　入門編（第2回） 9月22日（木）

第18回 能美市社会福祉大会10月 2日（日）
能美市民ボランティアフェスティバル10月23日（日）

寄付御礼 ・ 井本 剛司（東京都）
・ 井本 剛司（東京都）

情報

報告

高校生と一緒に、
DVDを観ながら軽体操をして

笑顔になろう！！

令和4年9月～11月

能美SDGsパートナーズに登録しました！
　8月8日㈪、地域一体となったのみSDGsの機運醸
成を目的に、「のみSDGsパートナーズキックオフイベ
ント」が石川ハイテク交流センターで開かれました。
　本会も、SDGs（持続可能な開
発目標）の達成に向けて、能美市
と共に取り組むためにパートナー
として登録し、井出市長より代表
として、九谷焼の陶板で作った登
録証が手渡されました。

ありがとうございました
・能美市老人クラブ連合会 寺井支部　　・井本 剛司（東京都）
・匿名（500万円、困った人への支援と各種勉強会開催のために）

令和4年5月16日～8月15日寄付御礼 （敬称略）

高校生と一緒に「笑いヨガ」を体験しませんか？

ボランティアグループ活動団体活動支援事業

　石川県立寺井高等学校の生徒会とJRC部が、コロナ禍でもできることとして「笑いヨガ」を活用した軽体操DVDを作
成しました。そこで、高校生が地域の人 に々“心”も“身体”も「健康で、明るく」なってもらえるよう、みなさんの町のいき
いきサロンや敬老会におじゃまします。
　高校生の皆さんと一緒に楽しいひと時を過ごしませんか？詳しくは、以下のこ
とをご確認のうえ、お申し込みください。
依頼内容・お申込み・お問合せは、市ボランティア・コミュニティ活動支援セン
ター（0761-58-6200）まで

持ち込み場所  能美市社会福祉協議会（ふれあいプラザ）、白寿会館、亀齢荘、G-Hills（ジーヒルズ）に
収集ボックスを設置しています。

いつもたくさんの団体や個人の皆さんからご協力いただき誠にありがとうございます。
令和4年5月16日～8月15日の期間　プルタブの収集にご協力くださった方々を一部紹介します。

デイサービス「灯」3.9kg、　泉台町町内会 5.1kg、　個人 2.6kg　（敬称略・順不同）  

プ ル タ ブ 収 集 の ご 報 告

※プルタブ以外にも、ベルマーク、古切手、使用済みインクカートリッジ等も集めています。
※エコキャップについては、洗浄した状態で株式会社日本海開発（山口町）に直接お持ちください。

ボランティアグループ活動団体の活動を推進するために助成を行いました！
【対象】 市ボランティア・コミュニティ活動支援センターに登録し、市ボランティア連絡協議会に加入した、
 次に該当するグループ

● 活動実績が１年以上　　　　　● 会員数が５名以上　　　　● 月１回以上の継続活動

・時間は午前10時から午後3時までの約1時間です。
・会場は主催者で手配してください。
　※会場使用料などは、主催者側で負担してください。
・開催希望日の1か月前までに、お申し込みください。
　※お申し込みの際は、主催者側からの派遣申込が必要です。
・土日または祝日で、各日1組限定となります。
　※テスト期間等の事情により、ご希望に添えられない場合もあり
　　ますことを予めご了承ください。
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NO グループ名 助成額 活動内容・助成内容

① 香害認知を広める会 36,000円 「香害」についての周知啓発活動を行う。周知活動のため、チラシ等の作成を行う。

② 中庄町丸いも娯楽会
食育グループ　 50,000円 丸いもの植え付けから収穫までの体験を通し食育活動を行い、その際の新種イモ

や肥料等を購入する。

③ オカリナ俱楽部
九谷まほろば 50,000円 毎月2回の練習、施設やイベント会場での演奏会を行う。活動時に必要な譜面台や

ユニホーム、事務用品等の助成。

④ 舞踊集団菊の会 50,000円 いきいきサロンや老人会イベント等に協力。活動時に必要な扇子を助成。

⑤ 辰口地域
更生保護女性会 27,000円 更生保護施設での奉仕作業や辰口地区校下の見守り活動を行う。活動時に必要な

日用品費等を助成。

⑥ のみ♡子育てネットワーク 50,000円 子育て支援に関する勉強会やイベントを企画し、母親の支援を行う。活動に使用す
る日用品費や研修会にかかるスタッフの費用等を助成。

計 263,000円



社会福祉法人
能美市社会福祉協議会広報誌

令和4年9月1日発行 視覚に障がいのある方等で、広報誌の音訳
テープを聞いてみたいと思われる方は、社
会福祉協議会までお知らせ下さい。

第69号
地域で暮らす一員として、だれもがボランティア活動を行いたいものです。できることをできるだけ！

こちら側からの２ページ（P7.8）は、ボランティアに関する活動報告や、“知って得する、役立つ”情報を掲載しています。
皆様からのご質問にもお答えしますので、どんどんホットな情報やお声をお寄せください。

社会福祉法人 能美市社会福祉協議会
〒923－1121　石川県能美市寺井町た8番地1（ふれあいプラザ2階）

◉ 法人事務局 （☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250）
◉ 能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センター

◉ くらしサポートセンターのみ （☎ 0761－58－6603　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市社会福祉協議会 能美居宅介護支援事業所 （☎ 0761－58－6005　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市寺井あんしん相談センター （☎ 0761－58－6117　FAX 0761－58－6733）
◉ 能美市老人福祉センター 白寿会館 （☎ 0761－55－3149　FAX 0761－55－3149）
◉ 能美市寺井老人福祉センター 亀齢荘 （☎ 0761－57－2323　FAX 0761－57－4585）

☎ 0761－58－6200　FAX 0761－58－6250
ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp/vc

最新ボランティア登録数
9.1（R4.9.1 現在）2,960人（個人も含め）80グループ

社会福祉協議会を語る不審電話にご注意ください。万が一、不審な電話に遭遇した時は、
本会までご一報いただけると幸いです。

能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センター

「ボランティアセンター」だより

社会福祉協議会の事業に対するご意見やご要望をお気軽にお寄せ下さい。　この広報誌には、発行費の一部に「会員会費」があてられています。

ホームページ Facebook

Instagram ボランティア・コミュニティ

能美市ジュニアボランティアクラブ
参加者募集のお知らせ
　今年度もジュニアボランティアクラブの参加者を募集します。昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの感染
防止の対策をとりながら、今できるボランティア活動を行います。共に考え、楽しく活動してみましょう！
　詳しい内容は学校から配られるチラシをご確認いただき、各学校へ申し込んでください。
たくさんの応募お待ちしております。

※令和4年9月1日現在の予定となります。
　開催につきましては、感染状況等により変更となる場合がありますことをご了承ください。

情報

 nomi@nomi-shakyo.jp　ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp

≪企業の地域貢献・ボランティア活動紹介コーナー≫ 連載No.32　アンド・はとや

　昭和22年に雑貨店として創業して以来、お客様のニーズに応えて電化製品
や水回り、さらには住まいのお困りごと全般に対応するようになりました。
　中でも、トイレや給湯器など一家に一台の生活に密着した機器のトラブルにつ
いては即日対応しており「困ったときに駆けつける」ところが世代を問わず好評を
いただいています。
　地域の皆様の当たり前の毎日を守りつつ、便利でたのしい生活も提供できる
よう「暮らしを守り、たのしいをつくる」をモットーに、これからも地域のためにスタッ
フ一丸となって頑張ります。

能美市社協
SNS!!
随時更新
 しています♪

対象 市内小学生（1～6年生）とその保護者
（保護者との参加を基本とします）

日程 10月～12月の土曜日　1～2時間程度
全4回開催予定

申込 各学校へ申込用紙を提出して下さい
～高齢者疑似体験の様子～ ～歳末助けあい募金活動の様子～

アンド・はとや
杉森 達也 代表

「復旧の力になりたい！！」「復旧の力になりたい！！」「復旧の力になりたい！！」「復旧の力になりたい！！」
大雨被害により、能美市災害ボランティアセンターを設置

サテライト（こくぞう里山公園交流館）サテライト（こくぞう里山公園交流館）

災害ボランティアセンター本部（ふれあいプラザ）災害ボランティアセンター本部（ふれあいプラザ）

市民から寄せられた寄付の品々市民から寄せられた寄付の品々

 P.2 能美市災害ボランティアセンターを設置

 P.3 令和３年度 収支決算／理事・監事・評議員の紹介

 P.4 第４次能美市地域福祉活動計画1年目の取り組み／
  令和４年度 地域福祉委員会活動連絡会

 P.5 地域福祉委員会特集／のみ社会福祉法人連絡会 総会

 P.6 相談日のお知らせ／これからの予定／寄付御礼
  能美SDGｓパートナーズに登録

 P.7～8 能美市ボランティア・コミュニティ
  活動支援センターだより
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